
高
齢
者
が
重
度
の
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
が
継
続
で
き
る
た
め
の
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
は
、
２
０

１
５
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
幕
別

町
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で

あ
る
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
に
対
し
、
「
見
守
り
体
制
の

構
築
」
、「
各
種
在
宅
福
祉
事
業
の
充
実
」

と
い
っ
た
主
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
、

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
健
康
面
や
火
災
等
の
災
害
時

の
緊
急
対
応
の
在
り
方
は
直
接
命
に
か

か
わ
る
た
め
特
に
重
要
で
あ
る
。
つ
い

て
は
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

(1)
「
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
」
の
通

報
先
が
「
幕
別
消
防
署
」
か
ら
民
間
の

「
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
へ
と

変
更
と
な
っ
た
。
本
来
、
行
政
が
責
任

を
持
つ
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
民

間
会
社
に
依
頼
す
る
こ
と
に
対
し
て
町

の
考
え
は
。
ま
た
、
通
報
者
の
通
報
時

の
状
況
や
内
容
を
伺
う
。

(2)
高
齢
者
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
操
作
の
指
導

教
室
等
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
将
来

の
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に

備
え
る
べ
き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

(1)
本
年
４
月
か
ら
の
消
防
広

域
化
に
伴
い
、
幕
別
消
防
署
の
通
信
指

令
室
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
緊

急
通
報
の
受
信
業
務
を
直
営
で
行
う
こ

と
は
業
務
効
率
性
の
観
点
か
ら
難
し
い

も
の
と
判
断
し
、
民
間
の
緊
急
通
報
受

信
セ
ン
タ
ー
に
外
部
委
託
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

通
報
時
の
緊
急
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
煙
通
報
が
入
っ
た
場
合
、

折
り
返
し
の
呼
び
出
し
に
応
答
が
な
け

れ
ば
、
す
ぐ
に
、
と
か
ち
広
域
消
防
局

の
指
令
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、
同
時

に
幕
別
消
防
署
に
も
連
絡
が
入
り
、
出

動
す
る
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
10
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
迅
速
か
つ
的

確
な
判
断
に
よ
り
、
救
急
車
の
出
動
を

12
件
要
請
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
緊
急
通
報
の
受
信
業
務
の
ほ

か
、
常
駐
の
保
健
師
、
看
護
師
等
の
専

門
職
よ
る
健
康
相
談
が
行
え
る
と
と
も

に
、
３
カ
月
に
一
度
、
安
否
確
認
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
民
間
に
委
託
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
が
一
層
、
図
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
通
報
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

通
報
の
内
容
の
７
割
以
上
は
、
誤
っ

て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
報

で
あ
る
が
、
救
急
車
、
消
防
車
の
出
動

件
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

（2）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
メ
ー
ル

の
応
答
履
歴
で
の
安
否
確
認
や
自
宅
に

設
置
し
た
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
日
常

生
活
で
の
行
動
の
見
守
り
を
行
っ
て
い

る
事
例
、
外
出
先
で
も
利
用
が
可
能
な

携
帯
型
緊
急
通
報
機
器
を
導
入
し
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
。
情
報
通
信
技
術
の

進
展
に
伴
っ
て
、
端
末
機
器
の
性
能
も

さ
ら
に
高
度
化
す
る
と
推
測
さ
れ
、
高

齢
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
導
入
や
端
末
画
面
の
使
い

や
す
さ
な
ど
を
十
分
に
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
特
に
緊
急
時
に
お
い
て
は
、
操

作
が
簡
易
な
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

通
報
先
が
変
更
と
な
る
こ
と

に
地
域
の
関
係
者
か
ら
不
安
の
声
が
出

さ
れ
て
い
る
。
従
来
ど
お
り
「
幕
別
消

防
署
」
が
通
報
先
で
あ
る
こ
と
が
最
善

で
あ
り
、
わ
が
町
の
中
で
解
決
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

地
元
で
や
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

思
う
が
、
消
防
で
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
今
の
選
択
肢
が
ベ
ス
ト
だ
と
い

う
こ
と
で
選
択
し
た
。

答問
在
宅
生
活
に
お
け
る
支
援
の
充
実
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

迅
速
か
つ
正
確
な
救
護
を
行
う
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
世
帯
に
む
け
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
今

後
に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

問

町
　
長

谷口　和弥
　　　　　　　議員
　 （拓政会）

緊急通報機「あんしんＳＶ」（右）

とペンダント型ワイヤレス通信機

通報件数（件）

Ｈ 26

年度

305
うち救急車出動 47

消防車出動 20

Ｈ 25

年度

320
うち救急車出動 45

消防車出動 17

Ｈ 24

年度

327
うち救急車出動 42

消防車出動 3

Ｈ 23

年度

324
うち救急車出動 38

消防車出動 1

Ｈ 22

年度

316
うち救急車出動 32

消防車出動 0

再

質

問

答

⓱


